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編 集 後 記
第5回 国際受胎不妊学会ガ ス トックホルム ニテ6月16日 カラ22日マデ行ワレ ソレニ出
席シタ 日本ノ泌尿器科カラハ神戸ノ石神教授 ト私 トデアツタ 会場ハ市ノ中心地二近イ立派ナ
建物デアルガ ココガ会場デァル事 ヲ示スヨウナ 大ゲサナ立看板等ハナク 注意シナケレバ見
逃ガシソウデアリタ 受付ニハ ヨク慣レタ数名ノ中年女性ガ居テ テキパキ ト事務 ヲ処理
シテイル.製薬会社ノ展示ヤ サービス ハ多イ,会場ハ音楽会場デ 半円形 階段式 ステー
ジ ハ半円形 聴衆席ハ千数百 ト思ワレ ニ階 ノ前面二万国旗ガ下ゲテア リ 日章旗 モ見 エル
(然シ数日後ニハ見エナクナッティタガ ドゥシタノデァロウカ)演 壇 ノ前面二菊ノ花 ト赤イ
花ガ並ベテアル.10時 開会式 音楽デ始マ リ 次デ開会ノ辞 数名ノ挨拶11時 二終 ツタ 市
長等ノ挨拶ハナイ.午後3時半カラ学会ニナリ コノ時ニハ会場ハ壁 ノ如キモノデニツニ仕切ラ
レ ーツハ約三分 ノニノ広サデA会場 他ハ三分 ノーデB会場 トナツテイタ 他二CトDノ 小会
場ガアル,壇上ノ中央=座長2名 ト秘書ノ席ガアリ 座長ハ ヨク発言シ 秘書ハ ヨク動ク
スライド ハ1枚 ヅツ大キク写ス.枚数二制限ガアル.AトB会 場デノ・4力国語ノ同時通訳ガア
ル.場 内ニ ビラ バ1枚モナイシ 演題ノ表示等モナイ.呼 出シ等ハ考エテモイナイヨウダ.
女性ガ多ク.堂 々タル発言モ少カラズ 多彩デアル.
学会ハ9時 カラ正午 午後2時 カラ5時 マデ16日夜 グラソドホテル デ カクテルパーテ
ィー レセプシ・ソ ガアル.コ ノ時モ会長挨拶等ハナイ.19日ハ日曜デ 観光 日デアリ 郊外
遠ク ウプサラ ノ町 ヲ訪ネル.コ コニハ古イ大学 教会 故ハマーショル ド国連事務総長ノ墓
ガアル。17日ハ午後7時頃カラ当地在住ノ諸氏ノ家庭ヘノ招待ガアリ 私ハ 婦人科教授 ノ宅へ
招 カレタ 郊外ノカナリ遠イ所デ 入ロニハ特別ノ標示モナク 帰 リニ車ヲ呼ンデクレル様ナ事
ハナカッタガ 心持ハ極メテ温カク 諸国カラノ10名程 ト同席シ 歓談シタ21日 ニハ市庁舎ニ
テ懇親夜会ガアル.会期ガ充分ニアル ノデ 伸 ビ伸 ビト学会ガ進メラレテユク
泌尿器科医モ諸国カラ来テイタガ ソレガー堂二会スル機会ハナカッタ 主催地 ノ泌尿器科医
ガソノヨウナ会合 ヲ斡旋シテクレテモヨサソウナ気ガシタ(昭和41年8月)




3・入会申込みは氏名(フ リガナ)・住所(雑 誌郵送先),勤 務先,職地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は会員に限る.
2.原稿の長さは制限 しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新仮名使いを用い,片仮名には括孤を要 しない.400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附図はなるべ く欧文にすること.
4.文 献の書式は次の如 くする.著者名:誌 名,巻 数=頁 数,年 次.
例.1)中野:泌 尿紀要,1:110,昭30.2)Lazarus,J.A.J.Urol,45:527,1941.
5.欧 文抄録を記 し,之には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,なるべ くタイブ
ラィターを用いること.希望の場合は当編集部にて翻訳する.抄録用の原稿を送ること.翻訳
の実費は申受ける.




8.原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書留便.
